
広報　常陸大宮　　　　平成２３年１１月号４

　
「
常
陸
大
宮
大
使
」
は
、
合
併
５
周
年

を
記
念
し
て
制
定
さ
れ
た
も
の
で
、
常
陸

大
宮
市
の
魅
力
や
情
報
を
全
国
に
発
信
し

知
名
度
を
高
め
る
と
と
も
に
、
ま
ち
づ
く

新
し
い
常
陸
大
宮
大
使

　

９
月　

日
、
市
内
の
小
中
学
校
の
給
食

３０

の
１
日
分
に
あ
た
る
精
米
４
０
０
キ
ロ

が
、
茨
城
み
ど
り
農
協
か
ら
市
へ
寄
贈
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
お
米
は
、
常
陸
大
宮
市
と
大
子
町

で
生
産
さ
れ
た
も
の
で
、
安
心
で
安
全
な

地
元
の
農
産
物
の
良
さ
を
知
っ
て
も
ら
お

う
と
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

寄
贈
さ
れ
た
お
米
は
、　

月　

日
と　

１０

１８

２０

日
に
市
内
の
小
中
学
校
の
給
食
で
提
供
さ

れ
、
児
童
・
生
徒
た
ち
は
「
地
元
で
と
れ

た
お
い
し
い
お
米
」
を
味
わ
い
ま
し
た
。

茨
城
み
ど
り
農
協
か
ら

 

奥
久
慈
の
恵「
う
ま
か
っ
ぺ
」寄
贈

　

音
順

５０

�
��
�
�
�
�
（
東
京
都
在
住
）

　

森
ビ
ル
株
式
会
社
グ
ル
ー
プ
執
行
役
員
兼
任
株
式

会
社
宍
戸
国
際
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
代
表
取
締
役
社
長
。

　

平
成　

年
３
年
代
表
取
締
役
に
就
任
。
各
種
ゴ
ル

１８

フ
大
会
を
開
催
し
、
多
く
の
ゴ
ル
フ
フ
ァ
ン
に
常
陸

大
宮
市
を
P
R
し
て
い
る
。

�
��
�
�
�
�
（
東
京
都
在
住
）

　

女
優
。

　

ド
ラ
マ
・
映
画
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
躍
。

主
な
出
演
作
と
し
て
ド
ラ
マ
「
ア
ス
コ
ー
マ
ー
チ
」、

映
画「
ジ
ー
ン
・
ワ
ル
ツ
」な
ど
が
あ
る
。
本
市
出
身
。

�
��
�
�
�
�
（
水
戸
市
在
住
）

　
（
株
）常
陽
銀
行
代
表
取
締
役
頭
取
。

　

昭
和　

年
４
月
株
式
会
社
常
陽
銀
行
入
行
。
同
行

４９

常
務
取
締
役
、
専
務
取
締
役
を
歴
任
し
、
平
成　

年
２３

６
月
同
行
代
表
取
締
役
頭
取
就
任
。
本
市
出
身
。

▲左から三次市長、柏盛幸組合長

り
に
役
立
つ
ご
意
見
や
情
報
等
を
お
寄
せ

い
た
だ
き
、
常
陸
大
宮
市
の
産
業
・
文
化
・

観
光
等
の
振
興
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
新
た
に
３
人
の
方
に
大
使

に
ご
就
任
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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市
で
は
、
特
産
品
で
地
域
お
こ
し
を
す

る
た
め
、
平
成　

年
６
月
「
２
川
（
２
０

２２

０
０
）
愛
あ
る
特
産
品
づ
く
り
検
討
委
員

会
（
委
員
長

‥

小
林
俊
雄
市
経
済
建
設
部

長
）」
を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。

　

検
討
委
員
に
は
市
内
外
の
専
門
家
を
委

嘱
。
那
珂
川
や
久
慈
川
等
の
川
魚
や
市
の

農
産
物
を
使
っ
た
特
産
品
づ
く
り
の
検
討

を
行
い
、
委
員
か
ら
提
案
さ
れ
た
レ
シ
ピ

や
試
作
品　

品
の
中
か
ら
選
定
さ
れ
た
９

２０

品
の
発
表
会
が　

月
５
日
、
水
戸
北
部
中

１０

核
工
業
団
地
内
に
あ
る
「
く
り
え
ー
と
セ

ン
タ
ー
大
宮
」
で
開
か
れ
、
三
次
市
長
、

市
議
会
議
員
等
が
試
食
を
行
い
ま
し
た
。

常
陸
大
宮
市
の

　

特
産
品
選
定
品
の
発
表
会

　
　

月
９
日
、
第　

回
茨
城
県
消
防
ポ
ン

１０

６２

プ
操
法
競
技
大
会
県
北
地
区
大
会
が
、
高

萩
市
の
元
県
立
高
萩
工
業
高
等
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
は
、
ポ
ン
プ
車
操
法
と
小
型
ポ
ン

プ
操
法
の
２
部
門
で
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

８
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
当
市
か
ら
は
美
和

地
域
の
第　

分
団
が
小
型
ポ
ン
プ
操
法
、

１１

御
前
山
地
域
の
第　

分
団
が
ポ
ン
プ
車
操

１６

法
に
出
場
し
ま
し
た
。

　

結
果
は
、
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
で
第　
１６

分
団
が
み
ご
と
優
勝
し
、
昨
年
に
引
き
続

県
北
地
区
操
法
大
会
で

　
　
　

第
　
分
団
が
優
勝

16

▲試食の前に試作品の説明を受けました

・
あ
ゆ
の
椎
茸
入
り
昆
布
巻
き

・
椎
茸
の
蒲
焼

・
椎
茸
入
り
そ
ば
粥

・
鮎
う
る
か
干
し

・
鮎
西
京
焼
き

・
鮎
醤
油

・
山
椒
の
実
干
し
椎
茸
入
り
ち
り
め
ん

じ
ゃ
こ

・
あ
ゆ
飯

・
干
し
椎
茸
パ
ウ
ダ
ー

　

今
後
、
参
加
者
が
記
入
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
を
参
考
に
さ
ら
に
検
討
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

第１６分団　▲左から　石崎　孝、川又和典、桜井正貴、
　　　　　　　　　　広木和真、圷　孝徳、軍司啓孝

き
常
陸
大
宮
市
の
消
防
団
が
優
勝
の
栄
冠

を
手
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
第　

分
団
は

１１

小
型
ポ
ン
プ
の
部
で
準
優
勝
を
飾
り
ま
し

た
。

　

さ
ら
に
、
第　

分
団
の
１
番
員
大
森
和

１１

也
さ
ん
、
第　

分
団
の
２
番
員
桜
井
正
貴

１６

さ
ん
、
３
番
員
の
広
木
和
真
さ
ん
が
優
秀

選
手
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

第１１分団　▲左から　片岡康博、大森和也、鈴木重伸、
　　　　　　　　　　小林智志、川西知宏

�����

�����

敬称略
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月　

日
は
「
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ

１０

１１

く
り
の
日
」。　

日
か
ら　

日
ま
で
の　

１１

２０

１０

日
間
は
、
全
国
地
域
安
全
運
動
期
間
と
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
　

月　

日
、市
内
ス
ー
パ
ー
敷
地
内
で
、

１０

１０

街
頭
犯
罪
防
止
や
防
犯
意
識
の
啓
発
を
目

的
に
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
毎
年
行
わ
れ

て
い
る
「
全
国
地
域
安
全
運
動
」
に
伴
い

実
施
さ
れ
た
も
の
で
、
市
の
防
犯
協
会
と

防
犯
連
絡
協
議
会
の
会
員
が
参
加
し
、
市

民
の
皆
さ
ん
に
チ
ラ
シ
等
を
配
り
な
が
ら

防
犯
意
識
を
高
め
て
も
ら
お
う
と
呼
び
か

け
を
行
い
ま
し
た
。

常
陸
大
宮
市
を

　
　

安
全
・
安
心
な
ま
ち
に

▲左から三次市長、船城代表取締役

▲ひばりくんとひたまるもキャンペーンに参加

　
　

月　

日
、
市
長
室
に
お
い
て
、
株
式

１０

１１

会
社
東
海
テ
ッ
ク
（
本
社‥

ひ
た
ち
な
か

市
）
か
ら
市
へ
の
同
社
山
方
工
場
跡
地
の

寄
贈
式
が
行
わ
れ
、
船
城
英
一
代
表
取
締

役
か
ら
三
次
市
長
に
目
録
が
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。

株
式
会
社
東
海
テ
ッ
ク
か
ら

　

市
へ
工
場
跡
地
寄
贈

　

今
回
寄
贈
さ
れ
た
土
地
は
、
山
方
地
域

野
上
地
区
の
工
場
跡
地
約
１
・
４
ヘ
ク

タ
ー
ル
。

　

平
成　

年
３
月
に
同
社
を
清
算
す
る
た

２４

め
、
平
成　

年
３
月
に
閉
鎖
し
、
平
成　

１７

２１

年
３
月
に
建
物
を
解
体
し
た
同
工
場
の
跡

地
を
、
長
年
お
世
話
に
な
っ
た
地
元
常
陸

大
宮
市
に
活
用
し
て
欲
し
い
と
寄
贈
さ
れ

た
も
の
で
す
。

　
　

月　

日
、
市
文
化
セ
ン
タ
ー
小
ホ
ー

１０

１５

ル
に
お
い
て
、
日
本
原
子
力
研
究
開
発
機

構
原
子
力
緊
急
時
支
援
・
研
修
セ
ン
タ
ー

の
菊
池
政
之
氏
を
講
師
に
迎
え
、
放
射
線

に
関
す
る
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
講
演
は
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電

所
の
事
故
を
受
け
、
放
射
線
が
健
康
に
及

ぼ
す
影
響
や
放
射
線
に
関
す
る
正
し
い
知

識
等
を
多
く
の
方
に
知
っ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、
茨
城
県
と
常
陸
大
宮
市
が
主
催
し

た
も
の
で
す
。　

　
「
放
射
線
と
そ
の
健
康
へ
の
影
響
」と
題

し
て
行
わ
れ
た
講
演
会
に
は
、
市
民
等
約

２
０
０
人
が
参
加
し
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

　

専
門
家
に
よ
る
講
演
に
よ
り
、
放
射
線

等
の
正
確
な
知
識
、
情
報
を
得
る
良
い
機

会
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

放
射
線
に
関
す
る
講
演
会
が
開
催

　

常
陸
大
宮
市
が
誕
生
し
て
７
年
目
に
あ

た
る　

月　

日
、
大
宮
小
学
校
の
敷
地
内

１０

１６

で
、「
大
宮
郷
校
」
の
記
念
碑
の
除
幕
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
に
は
三
次
市
長
、
仲
田
市
議
会
議
長

や
鈴
木
定
幸
県
議
会
議
員
等
約　

人
が
出

５０

席
。
記
念
碑
の
除
幕
の
ほ
か
、
大
宮
小
児

童
に
よ
る
誓
い
の
こ
と
ば
、
碑
文
を 
揮  
毫 

き 
ご
う

さ
れ
た
常
陸
大
宮
大
使
の
川
又
南
岳
氏
等

へ
感
謝
状
の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

記
念
碑
は
、
平
成　

年
２
月
、
水
戸
市

２４

の
弘
道
館
を
中
心
に
「
第　

回
全
国
藩
校

１０

サ
ミ
ッ
ト
ｉ
ｎ
水
戸
」
が
開
催
さ
れ
る
こ

と
に
伴
い
建
立
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

江
戸
末
期
の
激
動
の
時
代
に
庶
民
教
育

を
行
っ
た
大
宮
郷
校
の
存
在
は
、常
陸
大
宮

市
が
誇
れ
る
も
の
の
一
つ
で
す
。
お
近
く

に
お
越
し
の
際
は
、ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

大
宮
郷
校
記
念
碑
が
完
成



広報　常陸大宮　　　　平成２３年１１月号７

�������	
������������

�������	
��������

������������
　地域活性化の成否の鍵は交流人口
をいかに増大させていくかにある。
そして、他所から人を呼び込むには、
行こうという決断を促す何らかの魅
力が必要となる。常陸大宮市には、
こうした魅力はあるのだろうか？魅
力を秘めた資源としては、様々なも
のが挙げられるが、ナンバーワンと誇れるものは日本
最古の回り舞台（西塩子）くらいのもので、知名度の
低い資源での単独勝負はかなり難しいと言える。
　しかし、いくつかを組み合わせ、物語を創っていけ
れば、魅力的プランとして提案することも可能となる。
自己完結型を目指すより、一つで劣るものは他で補完
し、魅力を倍加させる連携、協創の中に活路を見いだ
すべきなのである。「見る、食べる、買う、遊ぶ、学
ぶ、参加する」の組み合わせで総合的な魅力を創り、
多くの人を呼び込み、活性化を図ればと思う。
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月　

日
、
市
文
化
セ
ン
タ
ー
前
広
場

１０

１６

を
会
場
に　

の
団
体
が
出
店
し
、
常
陸
大

２４

宮
ふ
る
さ
と
Ｂ
級
グ
ル
メ
選
手
権
が
開
か

れ
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
出
店
団
体
の
他
に
、
隣
接

す
る
栃
木
県
の
「
宇
都
宮
餃
子
」、
Ｂ
級

ご
当
地
グ
ル
メ
の
祭
典
！
Ｂ－
１
グ
ラ
ン

プ
リ
で
グ
ラ
ン
プ
リ
を
獲
得
し
た
こ
と
の

あ
る
「
厚
木
シ
ロ
コ
ロ
・
ホ
ル
モ
ン
」、「
富

士
宮
や
き
そ
ば
」
が
ゲ
ス
ト
出
演
し
、
各

店
と
も
長
蛇
の
列
を
作
り
ま
し
た
。

　

出
品
さ
れ
た　

品
は
、
地
元
の
野
菜
等

２４

を
使
用
し
趣
向
を
凝
ら
し
た
も
の
ば
か

り
。
審
査
は
、
来
場
者
が
一
番
お
い
し
い

と
感
じ
た
料
理
名
の
書
か
れ
た
投
票
箱
に

割
り
箸
を
入
れ
る
方
法
で
行
わ
れ
、
御
前

山
地
域
の
「
想
い
出
」
が
出
品
し
た
「
大

宮
チ
キ
ン
バ
ン
バ
ン
」
が
グ
ラ
ン
プ
リ
に

選
ば
れ
ま
し
た
。
な
お
、
２
位
は
㈲
創
・ 

の
大
宮
も
つ
煮
込
み
、
３
位
は
や
ま
が
た

宿
芋
煮
会
実
行
委
員
会
の
常
陸
大
宮
い
も

煮
で
し
た
。

常
陸
大
宮
市
の
Ｂ
級
グ
ル
メ
は
？
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